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シアノバクテリオクロムは、開環テトラピロールを結合し、様々な光質に応答する光受容体の総称であ

る。以前の栗栖教授らとの共同研究により、世界で初めて、シアノバクテリオクロムの結晶構造を報告

している（Narikawa et al. 2013 PNAS）。これらのシアノバクテリオクロムの中でも、最近我々が発見
した新しい光受容体・CyPixJg1の結晶化を進めている。CyPixJg1は、緑色光に応答し光変換し、暗条
件下で速やかに元に戻る暗反転型のシアノバクテリオクロムである（Fushimi et al. 2016 
Biochemistry）。共同研究開始以前の結晶化実験により、小さな結晶が得られていたが、中々大きい結晶
は得られていない状況が続いていた。本共同研究により、ヒスタグに対するニッケルによるアフィニテ

ィ精製を行った後、ゲル濾過カラムにかけて、さらに精製度を上げ、結晶化のスクリーニングを行った。

その結果、質の良い大きな結晶を得て、X線を照射することで、6 Å程度の回折像を得ることに成功した。
一方で、タンパク質を凍結保存することで、結晶が得られにくくなる可能性も示唆された。 
	 また、それ意外にも、ビリベルジンという色素を結合し長波長の遠赤色光を感知することができるシ

アノバクテリオクロムに関しても、共同研究を進めているが、こちらに関しては、未だに結晶化する条

件は得られていない。現在、様々な種類のビリベルジン結合型シアノバクテリオクロムの取得に成功し

ているので、今後、これらについても網羅的に結晶化条件を検討していく予定である。 
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